
2023 年度 卒業生進路先企業アンケート結果について（報告） 
 
1. 実施目的 
 本学卒業生が在籍している企業・団体などに対してアンケート調査を実施し、本学が掲げ
る、在学中に身に着けさせる学力や資質・能力及び養成しようとする人材像に沿った人材を
社会に輩出できているか、また、在学中に身に着けさせる学力や資質・能力及び養成しよう
とする人材像そのものが社会（企業）の求める資質・能力・人材像と合致しているかの検証
に役立てることを目的とする。 
 
2. 実施概要 
【調査期間】：2023 年 9月 5日（火）～2023年 9月 26 日（火） 
【調査対象】：  
以下の①または②の条件に当てはまる企業を中心に 100 社程度を対象とする。 
① 直近 5 年以内に就職実績のある企業 
② 学内イベントへの参加や、就職課（学生・キャリア支援課）来訪実績があり、 

本学卒業生の特性を良く知る企業 
 【回答状況】：44 社（142 社中） 
 
3. 設問について 
昨年度実施した企業アンケート結果では、本学卒業生に足りていない能力として「コミュ

ニケーション能力」や「英語力」を選択した企業が多く見受けられた。当該結果を踏まえ今
年度は以下の点に留意し設問とした。 
・Q1～Q3の回答選択肢を同一とし、それぞれ以下の点を問う設問とした。 
［Q1、大卒新卒者採用において全般的に求める能力］ 
［Q2、本学卒業生に備わっている能力］ 
［Q3、本学卒業生に足りない能力］ 

 ・アンケート実施の基本的な考え方である「本学が掲げる、在学中に身に着けさせる学力
や資質・能力及び養成しようとする人材像に沿った人材を輩出できているか等を検証す
るものであること」を念頭に、Q1～Q3の設問の選択肢を本学のディプロマポリシーに含
まれている能力要素を細分化したものとした。 
・理系の技術職や本学学生にどの程度の英語力を求めているのか、具体的な場面設定や指
標を用いて設問を設定した。 

 
4. アンケート結果 
 別紙参照のこと。 
 



5. アンケート結果の検証 
・「一般常識・教養教育」、「基礎的な知識・技術」、「専門的な知識・技術」の３項目につ
いては、本学卒業生に備わっていると回答した企業が多数であった。日々の授業や研究活
動において身に着けたこれらの素養が企業からも評価されていると言える。 
・「自ら課題を設定し、解決する能力」、「意欲・積極性」、「コミュニケーション能力」は、
企業が大卒新卒者に特に求めている能力であることが見て取れる。これらの能力は、本学
卒業生にも備わっていると回答した企業が多い一方で、不足していると回答した企業も
一定数見受けられた。 
・「国際的な視野をもって活躍できる能力」については、大卒新卒者に求める能力として
回答した企業は少数であった。また、本学卒業生に備わっていない項目として最も回答を
集める結果となった。 
・技術系職種の採用における英語力について、「英語力を重視している」と回答した企業
は外資系企業が中心であった。また、今回のアンケートにおいては「英語力が高いに越し
たことはないが、専門的な知識・能力をより重視しているため、相対的に重視していない」
の項目が最も多く選択された。 
・「ディプロマ・サプリメント」や「オープンバッジ」を採用活動に活用している企業は
限定的であった。 
 

6. 改善事項 
・本学卒業生の強みである項目として「コミュニケーション能力」を選択した企業が、
昨年度アンケートでは 46%(102社中 47 社)であったが、今回のアンケートでは 54.5%
（44 社中 24社）と評価が高まる結果となった。本来の理科大生は相手の話を聞き、理
論的に話せる能力に定評があり、今回のアンケートの設問が適切であったのではない
か。次年度以降も実態に即した状況を把握できるよう、設問を工夫して取り組んでい
く。 
・「国際的な視野を持って活躍できる能力」を向上させるため、支援講座（外資系企業
との協働施策）の実施を検討していく。 

 
以上 
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Q1以下の能力のうち、大卒新卒者採用において重視する項目がありましたらご選択ください。

（複数選択可）
44件の回答

選択肢数

自ら課題を設定し、解決する能力

コミュニケーション能力

意欲・積極性

広い視野で物事を捉えることができ
る俯瞰的思考力

一般常識・教養教育

基礎的な知識・技術

専門的な知識・技術

国際的な視野を持って活躍できる能
力
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Q2貴社に在籍している本学卒業生について、以下の能力のうち、備わっていると感じられる項目

をご選択ください。（複数選択可）
44件の回答

選択肢数

自ら課題を設定し、解決する能力

基礎的な知識・技術

一般常識・教養教育

コミュニケーション能力

意欲・積極性

広い視野で物事を捉えることができ
る俯瞰的思考力

専門的な知識・技術

国際的な視野を持って活躍できる能
力
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Q3貴社に在籍している本学卒業生について、以下の能力のうち、足りないと感じられる項目をご

選択ください。（複数選択可）
42件の回答

選択肢数

国際的な視野を持って活躍できる能
力

コミュニケーション能力

意欲・積極性

広い視野で物事を捉えることができ
る俯瞰的思考力

専門的な知識・技術

自ら課題を設定し、解決する能力

基礎的な知識・技術

一般常識・教養教育
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Q1～Q3_回答結果集約
44件の回答

Q1　大卒新卒者採用において重視する項目 Q2　本学卒業生に備わっている項目

Q3　本学卒業生に足りない項目

一般常識・教養教育

広い視野で物事を捉えることができ
る俯瞰的思考力

基礎的な知識・技術

専門的な知識・技術

自ら課題を設定し、解決する能力

意欲・積極性

コミュニケーション能力

国際的な視野を持って活躍できる能
力
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Q4外国語（英語）能力について伺います。本学のような理系学生（技術系）の採用に際し、貴社で

はどの程度外国語力（ここでは「英語力（会話・読解を含む）」とする）を重視していますか。
44件の回答

選択肢数

その他
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英語力が高いに越したことはない
が、専門的な知識・能力をより重視
しているため、相対的に重視してい
ない。

技術系職種に限っては特に英語力
を望んでいない（事務系職種やグ
ローバル採用で補っている）

技術系職種・事務系職種とも英
語力を重視している
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Q5以下の選択肢から、新卒採用選考において、本学学生に求める外国語（英語）のコミュニケ

ーションレベルをご選択ください。

※各選択肢の具体的な到達レベルは表をご覧ください。選択肢のうちC2が最も高いレベル、A1が最も低いレベルを

示します。
44件の回答

選択肢数

C2

C1

B2

B1

A2

A1
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Q6「ディプロマ・サプリメント」（※）について伺います。貴社の採用活動における活用状況

について、以下の選択肢から当てはまる項目をご選択ください。

※学生が大学の学修において身につけた能力などを証明する資料のこと。

選択肢数

採用活動に取り入れいてる

採用活動に取り入れる予定がある

採用活動に取り入れる予定はない

知らなかった
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Q7「オープンバッジ」（※）　について伺います。貴社の採用活動における活用状況につい

て、以下の選択肢から当てはまる項目をご選択ください。

※学生の修得した資格や受講した講座等を証明するデジタル証明・認証のこと。

選択肢数

採用活動に取り入れている

採用活動に取り入れる予定がある

採用活動に取り入れる予定はない

知らなかった
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